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液状化と地盤改良液状化と地盤改良

工期：2014年12月17日 ～

2017年3月24日

昨年に施工した盛土の圧密沈下が収束して
きましたので、護岸基礎や樋門などコンク
リート構造物を作り始めます。コンクリート
を運ぶミキサー車もよく見かけるようになる
と思います。

工 種 進捗率 備 考

河川土工 46.3 ％ 掘削、盛土

護岸工 3.8 ％ 基礎工、法覆護岸他

排水工 0.0 ％ 水路、管路、桝他

付属構造物工 0.0 ％ 階段他

構造物撤去工 38.7 ％ 無筋コン、鉄筋コン

地盤改良工 25.8 ％ 地盤改良

樋門･樋管本体工 1.0 ％ 樋門・樋管４基

鋼橋上部 0.0 ％ 鋼単純非合成箱桁橋他

橋梁下部 0.0 ％ 橋台２基、場所打ち杭

構造物撤去工 0.0 ％ 旧橋撤去

仮設工 15.4 ％ 工事用道路、水替え他

右岸全景写真

樋管部の掘削が完了し、地盤改良を施工していま
す。仮締切り内部では、護岸基礎を作ります。

地盤改良工

堤防被覆ﾌﾞﾛｯｸの基礎部（最終的には川
の中に埋まってしまう部分）を作ってい
きます。写真は、基礎ﾌﾞﾛｯｸを設置する
均しｺﾝｸﾘｰﾄの打設状況です。

平常時、地盤は砂の粒がしっかりスクラムを組んでいます。地下
水位が地表面近くにある場合、地震でゆすられると、しっかり組ん
でいたはずのスクラムが外れてしまいます。その結果、砂粒がバラ
バラになり水の中に浮いたような状態（液状化）になってしましま
す。本工事では、液状化対策として樋管部に地盤改良を行っていま
す。

液状化層に改良材（セメント）を混
ぜ込むことで、液状化しない地盤へ
と改良します。

護岸基礎工

ｺﾝｸﾘｰﾄが固まらないように、
ゆっくりと混ぜ（ﾐｷｼﾝｸﾞ）
ながら運びます。

工事担当者
から一言

改良材（セメント）を保
管する入れ物（サイロ）

現場ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ画面

現場ホームページを開設
しました。これまでの「工
事だより」や水質調査結果
が公開されていますので、
ご興味のある方は、ご覧下
さい。

ミキサー車

地盤工学
会誌より

平常時 地震時 液状化

地盤改良機械が、改
良材と地盤を攪はん
しています。


